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１ 自動車運送事業

令和３年度（Ａ） 令和２年度（Ｂ） 比較（Ａ－Ｂ）

営業路線キロ 318.53㎞ 316.33km 2.2㎞

バス専用レーン 86.6km 86.6km ―

停留所数 714停留所 707停留所 7停留所

停留所標識数 1,629箇所 1,618箇所 11箇所

停留所間平均距離 410m 410m ―

運転系統数 81系統 82系統 ▲1系統

(１)営業設備

ア 路 線

イ バス停

（令和３年４月１日現在）

バスの駅（南太秦）

令和３年度（Ａ） 令和２年度（Ｂ） 比較（Ａ－Ｂ）

上屋 656箇所 653箇所 3箇所

ベンチ 889箇所 878箇所 11箇所

バス接近表示器 550箇所 547箇所 3箇所

照明 1,183箇所 1,181箇所 2箇所

バスの駅 69箇所 63箇所 6箇所

バスの駅（北野白梅町）
（注１）

注１ 運転系統数の減は１１０号系統を８６号系統に統合したものです。
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令和３年度
（Ａ）

令和２年度
（Ｂ）

比較
（Ａ-Ｂ）

車両数 816両 822両 ▲6両

うち低床車（バリアフリー対応車両） 816両(100％) 822両(100％) ▲6両

ノンステップバス 787両( 96％) 793両( 96％) ▲6両

ワンステップバス 29両( 4％) 29両( 4％) ―

うちアイドリングストップバス 816両( 100％) 819両( 99％) ▲3両

うちハイブリッドバス 59両( 7％) 59両( 7％) ―

うちラッシュ型車両 372両( 46％) 340両( 41％) 32両

ウ 車 両

↑市バス全車両に抗ウイルス・抗菌加工を施し，
上記ステッカーを車内等に掲出しています。

注 （ ）内は，車両数に占める割合を示しています。

←新型コロナウイルス感染症対策と
して，以下の新たな仕様を採用し
た車両を58両導入しました。
(令和3年4月1日現在)

・換気扇の増設(2台→3台)
・座席シートへの抗ウイルス加工

生地の導入
・最前列の座席を荷物置場に変更

〇車両における新型コロナウイルス対策
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エ 事業所及び案内所等

名 称 所在地 敷地面積(㎡)

所属車両数（両）

うち委託
車両数

西賀茂営業所 北区西賀茂山ノ森町 9,963.86 108 ―

烏丸営業所 北区小山北上総町 15,251.40 88 ―

錦林出張所（全部を管理の受委託） 左京区浄土寺真如町 5,058.34 44 44

九条営業所 南区東九条下殿田町 19,580.42 182 ―

梅津営業所（一部管理の受委託） 右京区西院笠目町 16,925.71 176 54

洛西営業所（全部を管理の受委託） 西京区大枝東新林町 14,115.81 106 106

横大路営業所（全部を管理の受委託） 伏見区横大路橋本 10,261.91 112 112

合 計 ― ― 816 316

名 称 所在地 敷 地

自動車整備工場 伏見区竹田西段川原町 地下鉄竹田車両基地に含みます。

注１ 烏丸営業所の敷地面積は，バスターミナル部分を含みます。

(ｱ) 営業所及び出張所

(ｲ) 車両工場

（注１）
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名 称 所在地 案内時間等

交通局 地下鉄太秦天神川駅地上（SANSA右京１階）

７時３０分～１９時３０分
（年中無休）

京都駅前 JR京都駅中央口前 バス総合案内所内

コトチカ京都 地下鉄京都駅中央1改札口横

北大路 北大路バスターミナル内（地下３階）

烏丸御池駅 地下鉄烏丸御池駅構内

市バス・地下鉄案内所
（コトチカ京都）

(ｳ) 市バス・地下鉄案内所

市バス・地下鉄の運行に係る案内（ダイヤ，運賃，系統，停留所位置等）やカード乗車券の発売等を行ってい

ます。
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名 称 発売日・発売時間

四条駅

月～土曜日（祝日を除く） ７時３０分～１９時３０分

日祝日 ９時～１７時

京都駅前

三条京阪駅

北大路駅

山科駅

竹田駅
月～土曜日（祝日を除く） １２時～１９時３０分

日祝日 ９時～１７時

六地蔵駅

二条駅

梅津営業所

月末５日～月始５日
うち月～土曜日 １２時～１９時３０分

うち日祝日 ９時～１７時

洛西営業所

西賀茂営業所

月末２日～月始１日
横大路営業所

(ｴ) 市バス・地下鉄定期券発売所

注１ 年末・年始（１２月３１日～１月３日）は休みです。
注２ 地下鉄のＩＣＯＣＡ定期券（通勤・継続）については，地下鉄全駅の自動券売機で購入可能です。
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(２)運 賃

均一運賃区間…
大人 ２３０円
小児 １２０円

調整運賃区間（均一区間外）
大人 １６０円〜４２０円
小児 ８０円〜２１０円

【上賀茂・西賀茂地域】
平成２９年３月

均一運賃区間へ移行
【高雄地域】
令和３年３月

均一運賃区間
へ移行

【桂・洛西地域】
調整運賃区間

【横大路地域】
調整運賃区間

【岩倉・修学院地域】
平成２８年３月

均一運賃区間へ移行

【嵯峨・嵐山地域】
平成２６年３月

均一運賃区間へ移行
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(３)直近の経営状況
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前年度 R元・R２ 前年度比の増減率

【通勤】

【定期外】

【通学甲(大学)】

7～11月上旬，GoToTravelキャンペーンの
影響もあり，お客様が徐々に増加

緊急事態宣言の解除で
お客様が増加

【▲29.3%】
【▲25.9%】

H30年度比の増減率

R3.3は速報値

コロナの影響を受けていな
いH30年度比では大幅減

R2年 R3年

緊急事態宣言発出中，感染拡大防止を
最優先にお客様数の８割減を目標に設定

11月下旬～1月，コロナの感染
拡大や，緊急事態宣言の影響
でお客様が減少
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令和２年度決算見込み
（令和３年度予算書より）

令和元年度決算 平成30年度決算

経常収入 １５６億円 ２１３億円 ２１７億円

運賃収入
１３８億円

（元年度比▲31.0%，１日当たり▲1,700万円）
２００億円 ２０４億円

お客様数
２４５千人／日

（元年度比▲31.4%）
３５７千人／日 ３６４千人／日

経常支出 ２１２億円 ２１１億円 １９８億円

経常損益 ▲５６億円 ２億円 １９億円

企業債残高 ６７億円 ５３億円 ４７億円

未処分利益剰余金 １３億円 ６９億円 ９２億円

資金剰余額 １７億円 ６５億円 ５６億円

イ 令和２年度決算見込み
（税抜）

※ 執行抑制を図ったものの，コロナ感染拡大防止対策経費（１２２百万円）や減価償却費等（９８百万円）の増により，令和元年度
決算と比較して，１億円の増となっています。

※

お客様数は１日当たり１０万人を越える減で，

昭和３７年当時のお客様数（２５４千人／日）に
まで激減

8



(４)令和３年度事業計画

ア 運転計画

区 分 令和３年度（Ａ） 令和２年度（Ｂ） 比 較（Ａ－Ｂ）

営業キロ数(km) ３１９ ３１６ ３

在籍車両数(両) ８１６ ８２２ ▲ ６

走行キロ数
(千km)

年 間 ３１，６４６ ３２，０４７ ▲ ４０１

１日平均 ８６．７ ８７．８ ▲ １．１

旅客数
(千人)

年 間 ９７，８２０ １３５，７８０ ▲ ３７，９６０

１日平均 ２６８ ３７２ ▲ １０４

旅客収入
(千円)

年 間 １６，４４１，０００ ２２，４４９，０００ ▲ ６，００８，０００

１日平均 ４５，０４４ ６１，５０４ ▲ １６，４６０
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イ 予算概要 過去最大の赤字予算（Ｈ１１：▲６２億円）
に匹敵する赤字を計上

○ 経費節減等に努めるも，新型コロナウイルスによる運賃収入の激減により，経常損益は▲５６億円もの大幅な赤字

・ 新型コロナウイルス感染症の影響により，お客様数の大幅な回復は見込めず，運賃収入は前年度に比べあああ

あ▲６０ 億円もの減収を見込まざるを得ない極めて厳しい状況

・ 厳しい経営状況を踏まえ，日々の安全運行や新型コロナウイルス感染拡大防止対策のための予算を確保しつつ，

ああらゆる事業を点検し，緊縮予算を編成

・ この結果，経常損益は▲５６億円もの大幅な赤字，また，これまで積み上げてきた未処分利益剰余金や資金剰余

あ額を使い果たし，累積赤字へと転落し，累積資金不足が生じる見込み

○ 市民の足を守るために

・ 危機的な経営状況を踏まえ，経常経費の節減はもとより，御利用状況に応じたダイヤ編成による人件費・経費の

あ節減，均一運賃区間の全系統への前乗り後降り方式の導入の拡大やバス待ち環境の新規整備を延期。

また，新型コロナウイルス感染症の拡大以前からの課題であった各種割引乗車券等の抜本的見直しに着手する

あとともに，全庁体制はもとより，民間事業者とも連携した公共交通機関の利用促進のほか，国に対する抜本的な

な支援の要望など，今できる取組を着実に実施

・ 市民の暮らしとまちを支える公共交通として，将来にわたり，「市民の足」としての役割をしっかりと果たせるよう，

あ「市バス・地下鉄事業経営ビジョン」策定以降の経営環境の変化を踏まえて，令和３年度中に，安定経営に向けたあ

あ 中長期 の経営計画を策定
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（ア）予算の主要数値

※市バス・地下鉄合計 ②予算：781千人/日→③予算：569千人/日

（イ）市バス １日当たりのお客様数内訳 （単位：千人／日）

※経常収入と支出は税込額，経常損益，未処分利益剰余金及び累積欠損金は税抜額であるため，経常損益は経常収入と支出の差とは一致しません。

令和３年度予算 令和２年度予算 増減

経常収入 １７８億円 ２３９億円 ▲６１億円

経常支出 ２３２億円 ２４５億円 ▲１３億円

経常損益 ▲５６億円 ▲８億円 ▲４８億円

未処分利益剰余金/▲累積欠損金 ▲４３億円 ５９億円 ▲１０２億円

資金剰余額/▲累積資金不足 ▲３０億円 ６６億円 ▲９６億円

年度末企業債残高 １０９億円 ７４億円 ３５億円

令和３年度 令和２年度 増減 増減率

予算Ａ 予算Ｂ 見込 Ａ－Ｂ＝Ｃ Ｃ／Ｂ

市バス全体 ２６８ ３７２ ２４５ ▲１０４ ▲ ２８．０%

うち定期 ７７ ９５ ７１ ▲１８ ▲ １８．９%

うち通勤 ６３ ７１ ６３ ▲ ８ ▲ １１．３%

うち通学（大学） ８ １７ ５ ▲ ９ ▲ ５２．９%

うち定期外 １１５ １９８ ９７ ▲ ８３ ▲ ４１．９%
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ウ 主要事項

（ア）経営改善のための取組

〔コスト削減・事業の見直し〕

〇 経常経費の節減

・ 御利用状況に見合ったダイヤ見直し（▲6両減車）に伴う車両

修繕費等の縮減や市バス車両に係る特別清掃の見直し，

大型二種免許取得費用支援金の支給方法の変更に伴う費用

の平準化など

・ 観光客の減少に伴う“おもてなしコンシェルジュ”の活動時間

の縮小など

〇 人件費の抑制

・ 御利用状況に見合ったダイヤ見直しに伴う職員数の適正化

・ 職員の給与減額措置

・ 時間外勤務の縮減 など

〇 均一運賃区間の全系統への前乗り後降り方式の拡大の延期

〇 バス待ち環境の新規整備の延期

〇 バス車両購入費の平準化

（リースによるバス車両の調達，車両購入計画の見直し）

〔収入増加・利用促進策〕

〇 各種割引乗車券等の抜本的な見直し【新規】

・ 企画乗車券の価格適正化（令和３年１０月実施）

・ 各種割引乗車券等からポイントサービスへの転換 （令和５年

４月実施）
※「トラフィカ京カード」及び「昼間回数券」は令和３年１０月に発売停止

〇 高雄地域の公共交通の利便性向上に向けた取組（令和３年３月

実施）

・ 高雄地域への均一運賃区間の拡大

・ ８号系統の栂ノ尾への延伸

・ 西日本ジェイアールバスとの「バス一日券」及び「地下鉄・バス

一日（二日）券」の共通利用化，「市内中心フリー」定期券の

共通利用範囲の拡大

〇 チーム「電車・バスに乗るっ」の参画事業者，他社局と連携した

公共交通機関を安全・安心に御利用いただくための取組や利用

促進に向けた取組

〇 市バスの運行情報のオープンデータ化を目指したシステムの

構築【新規】

・リースによるバス車両の調達 ： 令和3年4月から新たに2両導入
・車両購入計画 ： 【令和3年度】経営ビジョン60両→予算56両

時刻表，バス停留所の緯度経度情報等について，国土交通省
が定める標準的なバス情報フォーマットとして整備し，令和5年
度にオープンデータ化を目指す。

給料の額について，以下の減額措置を実施
・局長級▲6.0％，部長級▲5.5％，課長級▲5.0％

（令和3年4月～令和4年3月）
・課長補佐・係長級▲3.0％，係員（3級及び2級）▲2.5％

（令和3年7月～令和4年3月）
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〇 安全性確保が必要なバス停留所の安全対策

〇 安全運転訓練車や外部機関を活用した事故防止研修の

継続的な実施〕

車両消毒，車内換気，お客様への周知等を徹底するとともに，

出勤前出勤後の検温など，交通局職員の感染防止を引き続き

徹底

（ウ）新型コロナウイルス感染症対策

（イ）安全運行の推進

〔お客様の御利用状況等に応じたダイヤ編成（令和３年３月実施，

車両８２２→８１６両）〕

〇 お客様の御利用状況に応じたダイヤ編成

・ 御利用状況に見合ったダイヤの見直し等

・ 輸送力の再配分による利便性向上

〔路線・ダイヤの充実〕

・ まちづくりの進展に合わせた利便性の向上等

・ 民間バス事業者と連携した取組の推進

・ 地域主体のＭＭと一体となった路線・ダイヤの拡充

・洛西ニュータウン内を循環し，阪急洛西口駅及びＪＲ桂川駅
へ接続する特西４号系統を増便

・ダイヤの見直し（100号,101号,5号,59号,京都岡崎ループ等）
・系統の統合（110号系統を86号系統に統合）

・北泉通の整備完了に伴う左京区総合庁舎へのアクセス向上
・上賀茂神社前広場の整備に伴うバスの乗り入れ
・三条通（三条大橋西詰～河原町通）の歩道拡幅に伴うバス運行
の分散化

〇 路線・ダイヤの在り方の検討

市バス旅客流動調査及びお客様アンケート調査の実施

（エ）中長期の経営計画の策定

「市バス・地下鉄事業経営ビジョン」策定以降の経営環境の

変化を踏まえて，安定運営に向けた中長期の経営計画を策定
・高雄地域への均一運賃区間の拡大に合わせた8号系統の栂ノ尾
への延伸 【再掲】

・西日本ジェイアールバスとの「バス一日券」及び「地下鉄・バス一
日（二日）券」の共通利用化 【再掲】

・通学アクセスの充実を踏まえた快速立命館号系統のダイヤ見直し

・52号系統の本格運行化（上京区仁和学区）

令和2年度予算の再計上，令和3年10月頃実施予定
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（税込）

(５)令和3年度財政状況

区 分 R3年度予算(Ａ) R2年度予算(Ｂ) 差引増▲減（Ａ－Ｂ）

収
益
的
収
支

億 百万円 億 百万円 億 百万円

営 業 収 益 174 38 234 87 ▲ 60 49

う ち 運 送 収 益 164 41 224 49 ▲ 60 08

営 業 外 収 益 3 80 4 53 ▲ 73

収 入 計 178 18 239 40 ▲ 61 22

営 業 費 用 229 41 238 57 ▲ 9 16

う ち 人 件 費 93 49 95 68 ▲ 2 19

う ち 経費(管理の受委託・燃料費・修繕費等) 116 40 123 54 ▲ 7 14

う ち 減 価 償 却 費 等 19 52 19 35 17

営 業 外 費 用 2 13 6 22 ▲ 4 09

支 出 計 231 54 244 79 ▲ 13 25

経 常 損 益 ▲ 55 60 ▲ 8 13 ▲ 47 47

純 損 益 ▲ 55 60 ▲ 8 13 ▲ 47 47

未 処 分 利 益 剰 余 金 ／ ▲ 累 積 欠 損 金 ▲ 42 66 58 58 ▲ 101 24

資
本
的
収
支

収 入 25 50 31 15 ▲ 5 65

う ち 企 業 債 25 05 30 21 ▲ 5 16

う ち 補 助 金 - 45 ▲ 45

支 出 38 44 41 79 ▲ 3 35

う ち 建 設 改 良 費 25 05 30 67 ▲ 5 62

う ち 企 業 債 償 還 金 12 89 10 62 2 27

差 引 ▲ 12 94 ▲ 10 64 ▲ 2 30

資 金 剰 余 額 ／ ▲ 累 積 資 金 不 足 ▲ 30 01 65 53 ▲ 95 54

年 度 末 企 業 債 残 高 109 32 74 27 35 05

※経常損益，純損益，未処分利益剰余金及び累積欠損金は税抜額であり，経常損益は収益的収入と支出の差とは一致しません。
※R3年度予算の財政健全化法における資金不足額は特別減収対策企業債の発行（30億1百万円）により生じません。

ア 予算比較（前年度比）
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イ 予算の経費削減状況

0

50

100

150

200

250

運送収益

164億円

その他

14億円

人件費

94億円

減価償却費等

20億円

その他 2億円

経常収入
178億円

経常支出
232億円

経常赤字
▲56億円

ウ 経常損益の内訳

経費 116億円
（管理の受委託，
燃料費，修繕費等）

（単位：百万円）

削減額
経常支出 資本的支出

○ 経常経費の節減 ▲１６１ ▲１６１ －

・御利用状況に見合ったダイヤ見直し
▲６３ ▲６３ －

（車両修繕費，委託料など）

・市バス車両に係る特別清掃の見直し ▲４ ▲４ －

・大型二種免許取得費用助成金の支給
▲２４ ▲２４ －

方法の変更に伴う費用の平準化

・観光客の減少に伴う交通案内，観光案
内の精査

▲３９ ▲３９ －

・その他経常経費の節減等 ▲３１ ▲３１ －

○ 人件費の抑制 ▲２２７ ▲２２７ －

・御利用状況に見合ったダイヤ見直し ▲１４２ ▲１４２ －

・職員の給与減額措置 ▲５０ ▲５０ －

・時間外勤務の縮減 ▲３５ ▲３５ －

○ 均一運賃区間の全系統への前乗り
▲１４２ ▲１４２ －

後降り方式の拡大の延期

○ バス待ち環境の新規整備の延期

▲３４ ▲３ ▲３１（バス停上屋，バスロケの増設，バスの
駅）

○ バス車両購入費の平準化

▲１１９ ▲１３ ▲１０６（リースによるバス車両の調達，車両購
入計画の見直し）

合 計 ▲６８３ ▲５４６ ▲１３７
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２ 高速鉄道事業

(１)営業設備

区 分 烏丸線 東西線

営 業 路 線 キ ロ １３．７km １７．５km

駅 数 １５駅 １７駅

駅 名
国際会館，松ヶ崎，北山，北大路，鞍馬口，
今出川，丸太町，烏丸御池，四条，五条，京都，
九条，十条，くいな橋，竹田

六地蔵，石田，醍醐，小野，椥 ，東野，山科，御陵，
蹴上，東山，三条京阪，京都市役所前，烏丸御池，
二条城前，二条，西大路御池，太秦天神川

駅 間 平 均 距 離 ０．９８km １．０９km

運 転 回 数 国際会館～竹田(平日)167往復
六地蔵～御陵(平日)136往復
御陵～京都市役所前(平日)200往復
京都市役所前～太秦天神川(平日)189往復

路 線 構 造 地下構造（ただし，竹田付近において一部地上） 地下構造

軌 間 １．４３５m １．４３５m

集 電 方 式 架空線方式 直流1,500ボルト 架空線方式 直流1,500ボルト

建 設 費 ３，０５３億円 ５，４６１億円

ア 路 線

イ 車 両

■烏丸線 20編成（1編成6両） 120両
※令和3年度から令和7年度にかけて，供用開始

から40年以上を経過する9編成（54両）を

順次更新予定

■東西線 17編成（1編成6両） 102両 烏丸線 東西線

（令和３年４月１日現在）

地下鉄の全車両に抗ウイルス抗菌加工を施
し，上記のステッカー車内等に掲出しています。
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ウ 事業所及び施設

名 称 所在地

烏丸線運輸事務所

乗務区（竹田） 伏見区竹田西段川原町

駅務区（九条） 南区東九条南烏丸町

国際会館駅 左京区岩倉大鷺町

松ヶ崎駅 左京区松ヶ崎六ノ坪

北山駅 北区上賀茂岩ヶ垣内町

北大路駅 北区小山北上総町

鞍馬口駅 上京区上御霊中町

今出川駅 上京区岡松町

丸太町駅 中京区大倉町

烏丸御池駅 中京区虎屋町

四条駅 下京区二帖半敷町

五条駅 下京区大坂町

京都駅 下京区東塩小路町

九条駅 南区東九条南烏丸町

十条駅 南区東九条南石田町

くいな橋駅 伏見区竹田中島町

竹田駅 伏見区竹田桶ノ井町

名 称 所在地

東西線運輸事務所

乗務区（醍醐） 伏見区醍醐高畑町

駅務区（京都市役所前） 中京区下丸屋町

六地蔵駅 宇治市六地蔵奈良町

石田駅 伏見区石田森東町

醍醐駅 伏見区醍醐高畑町

小野駅 山科区小野西浦

椥 駅 山科区椥辻草海道町

東野駅 山科区東野片下り町

山科駅 山科区安朱南屋敷町

御陵駅 山科区御陵原西町

蹴上駅 東山区東小物座町

東山駅 東山区大井手町

三条京阪駅 東山区大橋町

京都市役所前駅 中京区下丸屋町

烏丸御池駅（再掲） 中京区虎屋町

二条城前駅 中京区二条城町

二条駅 中京区西ノ京星池町

西大路御池駅 中京区西ノ京東中合町

太秦天神川駅 右京区太秦下刑部町

(ｱ) 運輸事務所及び駅
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北大路

国
際
会
館

北
山

鞍馬口

今出川

丸太町
蹴
上

東
山

三
条
京
阪

京
都
市
役
所
前

四条

五条

京都

九条

十条

くいな橋

竹田

烏
丸
線

東
西
線

御
陵

山科

東野

椥 

小野

醍醐

石田

六地蔵

二
条
城
前

二
条

西
大
路
御
池

太
秦
天
神
川

松
ヶ
崎

… 直営駅 １４駅

… 烏丸線委託駅 ８駅

… 東西線委託駅 ９駅

(ｲ) 地下鉄各駅の委託状況
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(ｳ) 車両基地

名 称 所在地 敷地面積

竹田車両基地 伏見区竹田西段川原町 67,670.88㎡

醍醐車庫 伏見区醍醐高畑町 地下構造式

(ｴ) 変電所

名 称 所在地

国際会館前変電所 左京区岩倉大鷺町

北大路変電所 北区小山北上総町

姉小路変電所 中京区車屋町

勧進橋変電所 南区上鳥羽勧進橋町

醍醐変電所 伏見区醍醐川久保町

山科変電所 山科区安朱中小路町

東山変電所 東山区分木町

御池変電所 中京区車屋町

天神川変電所 右京区太秦下刑部町

竹田車両基地

醍醐車庫
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エ 駅設備

(ｱ) 烏丸線

六

地

蔵

石

田

醍

醐

小

野

椥

 

東

野

山

科

御

陵

蹴

上

東

山

三
条
京
阪

京
都
市
役
所
前

烏
丸
御
池

二
条
城
前

二

条

西
大
路
御
池

太
秦
天
神
川

計

エ レ ベ ー タ （ 基 ） 5 5 2 2 2 3 1 2 2 2 2 1 3 2 2 5 4 45

エ ス カ レ ー タ （ 基 ） 5 3 3 1 3 4 2 6 7 2 6 4 10 2 3 4 4 69

改 札 口 （ 箇 所 ） 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 19

自 動 券 売 機 （ 台 ） 5 3 5 2 3 2 4 2 3 3 5 4 8 3 3 3 5 63

自 動 改 集 札 機 （ 台 ） 5 4 5 4 4 4 6 4 4 4 7 4 9 4 5 4 4 81

精 算 機 （ 台 ） 1 1 2 1 1 1 2 1 2 2 2 2 3 1 1 1 2 26

(ｲ) 東西線
駅 名
[駅ナンバリング表示]

設備名

T05 T06 T07 T08 T09 T10 T11 T12 T13 T14 T16T15 T17

注 烏丸御池駅分は，（ｲ）東西線で一括計上しています。
烏丸御池駅，四条駅，京都駅の３駅に可動式ホーム柵を設置しています。

国
際
会
館

松
ヶ
崎

北

山

北
大
路

鞍
馬
口

今
出
川

丸
太
町

烏
丸
御
池

四

条

五

条

京

都

九

条

十

条

く
い
な
橋

竹

田 計

エ レ ベ ー タ （ 基 ） 3 2 2 2 2 2 1 ※ 3 2 3 2 2 2 4 32

エ ス カ レ ー タ （ 基 ） 3 3 1 5 1 4 2 ※ 6 3 4 1 1 2 5 41

改 札 口 （ 箇 所 ） 1 1 1 2 1 2 2 ※ 3 2 4 1 1 1 2 24

自 動 券 売 機 （ 台 ） 4 2 4 6 4 5 5 ※ 10 5 17 2 2 2 5 73

自 動 改 集 札 機 （ 台 ） 5 4 5 9 4 9 8 ※ 13 6 21 4 4 4 10 106

精 算 機 （ 台 ） 2 1 1 3 1 3 2 ※ 4 2 5 1 1 1 2 29

駅 名
[駅ナンバリング表示]

設備名
K01 K02 K03 K04 K05 K06 K07 K09 K10 K11 K12 K13 K14 K15K08

注 東西線は全駅にホームドアを設置しています。

区 分
１区

(3㌔まで)
２区

(3㌔を超え7㌔まで)
３区

(7㌔を超え11㌔まで)
４区

(11㌔を超え15㌔まで)
５区

(15㌔を超える区間)

大 人 220 260 290 330 360

小 児 110 130 150 170 180

（単位：円）

T02 T03 T04T01

(２)運 賃
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398
392 385 

421 423 418 415 
393 

422 417 
447 

395 
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412
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180 

255 
266 260 
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313 

341 

292 
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278 

3.6%

▲3.9%

▲22.7%

▲51.9%
▲57.4%

▲39.0%
▲35.8%

▲33.8%
▲30.3%

▲25.0% ▲23.9%
▲26.1%

▲32.5%

▲26.4%

0.8%

▲70.0%

▲60.0%

▲50.0%

▲40.0%

▲30.0%

▲20.0%

▲10.0%
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H31.4～

R2.1

R2.2 R2.3 R2.4 R2.5 R2.6 R2.7 R2.8 R2.9 R2.10 R2.11 R2.12 R3.1 R3.2 R3.3

前年度 R元・R２ 前年度比の増減率

11月下旬～1月，コロナの
感染拡大や，緊急事態宣言
の影響でお客様が減少

緊急事態宣言発出中，感染拡大防止を
最優先にお客様数の８割減を目標に設定

(３)直近の経営状況

▲9.8%

▲35.0%

▲72.4% ▲74.1%

▲46.5% ▲44.1% ▲45.5%

▲36.4%
▲28.7%

▲30.5% ▲35.4%

▲46.6%
▲38.3%

2.7%
▲0.5%

▲5.8%
▲10.0% ▲9.0% ▲7.4% ▲8.0%

▲16.1% ▲13.4% ▲10.5% ▲10.3% ▲12.4% ▲10.6%

8.3%

▲18.1%

▲76.6%

▲86.6%

▲83.4%
▲77.5%

▲68.0%
▲58.2%

▲51.3%
▲42.4% ▲41.2%

▲51.3% ▲50.5%

▲100.0%

▲80.0%

▲60.0%

▲40.0%

▲20.0%

0.0%

20.0%

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

定期外 通勤 通学甲(大学)
（参考）新型コロナウイルス発生以降の定期外及び定期券（通勤・通学【大学】）のお客様数の対前年度増減率の推移

（千人／日）

ア 新型コロナウイルス発生以降の１日当たりのお客様数の推移

【定期外】

【通勤】

【通学甲(大学)】

緊急事態宣言の解除
でお客様が増加

H30年度比の増減率

7～11月上旬，GoToTravelキャンペーンの
影響もあり，お客様が徐々に増加

【▲29.3%】
【▲27.6%】

コロナの影響を受けて
いないH30年度比では
大幅減

R3.3は速報値

R2年 R3年 21



令和２年度決算見込み
（令和３年度予算書より）

令和元年度決算 平成30年度決算

経常収入 ２５０億円 ３３３億円 ３３３億円

運賃収入
１６８億円

（元年度比▲34.9%，１日当たり▲2,500万円）
２５８億円 ２５８億円

お客様数
２６５千人／日

（元年度比▲33.8%）
４００千人／日 ３９７千人／日

経常支出 ３１１億円 ３１０億円 ３１０億円

経常損益 ▲６１億円 ２３億円 ２３億円

現金収支（償却前損益） ４０億円 １２１億円 １１８億円

企業債等残高 ３，４４４億円 ３，４４５億円 ３，５２９億円

▲累積欠損金 ▲３，０９０億円 ▲３，０２８億円 ▲３，０５２億円

▲累積資金不足 ▲３７６億円 ▲３０５億円 ▲３１４億円

イ 令和２年度決算見込み

（税抜）

※ 執行抑制を図ったものの，コロナ感染拡大防止対策経費（５４百万円）や減価償却費等（３３４百万円）の増により，令和元年度
決算と比較して，１億円の増となっています。

※

１日当たり１３万人を越える減で，地下鉄
東西線開業当時（Ｈ９：２５６千人／日）の
お客様数まで激減
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(４)令和３年度事業計画

ア 運転計画

区 分 令和３年度（Ａ） 令和２年度（Ｂ） 比 較（Ａ－Ｂ）

営業キロ数(km) ３１．２ ３１．２ －

在籍車両数(両) ２２２ ２２２ －

走行キロ数
(千km)

年 間 ２１，１４５ ２１，１６４ ▲１９

１日平均 ５７．９ ５８．０ ▲０．１

旅客数
(千人)

年 間 １０９，８６５ １４９，２８５ ▲３９，４２０

１日平均 ３０１ ４０９ ▲１０８

旅客収入
(千円)

年 間 ２０，８８４，０００ ２９，０８６，０００ ▲８，２０２，０００

１日平均 ５７，２１６ ７９，６８８ ▲２２，４７２

(ｱ) 全路線

区 分
令和3年度

（烏丸線） （東西線）

営業キロ数(km) １３．７ １７．５

在籍車両数(両) １２０ １０２

走行キロ数
(千km)

年 間 ９，５０８ １１，６３７

１日平均 ２６．０ ３１．９

旅客数
(千人)

年 間 ７３，３６５ ５４，３８５

１日平均 ２０１ １４９

旅客収入
(千円)

年 間 １１，８２１，０００ ９，０６３，０００

１日平均 ３２，３８６ ２４，８３０

(ｲ) 路線別
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イ 予算概要

○ 経費節減等に努めるも，新型コロナウイルスによる運賃収入の激減により，経常損益は▲５８億円もの大幅な赤字

・ 新型コロナウイルス感染症の影響により，お客様数の大幅な回復は見込めず，運賃収入は前年度に比べ

▲８２億円もの減収を見込まざるを得ない極めて厳しい状況

・ 厳しい経営状況を踏まえ，日々の安全運行や新型コロナウイルス感染拡大防止対策のための予算を確保しつつ，

あらゆる事業を点検し，緊縮予算を編成

・ この結果，経常損益は▲５８億円もの大幅な赤字，また，累積資金不足が過去最大を更新する見込み

○ 市民の足を守るために

・ 危機的な経営状況を踏まえ，経常経費の節減はもとより，毎週金曜日の終電延長（コトキン・ライナーの運行）の休

止による人件費・経費の節減，烏丸線全駅への可動式ホーム柵設置のための車両改造等の延期。また，新型コロ

ナウイルス感染症の拡大以前からの課題であった各種割引乗車券等の抜本的見直しに着手するとともに，全庁体

制はもとより，民間事業者とも連携した公共交通機関の利用促進のほか，国に対する抜本的な支援の要望など，

今できる取組を着実に実施

・ 市民の暮らしとまちを支える公共交通として，将来にわたり「市民の足」としての役割をしっかりと果たせるよう，「市

バス・地下鉄事業経営ビジョン」策定以降の経営環境の変化を踏まえて，令和３年度中に，安定経営に向けた中長

期の経営計画を策定

※地下鉄事業は，令和２年度決算で財政健全化法に基づく経営健全化団体となる可能性が高く，議会の議決を経

て経営健全化計画を策定する予定

平成29年度（▲23億円）以来の赤字予算
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令和３年度予算 令和２年度予算 増減

経常収入 ２８５億円 ３７３億円 ▲８８億円

経常支出 ３３４億円 ３４５億円 ▲１１億円

経常損益 ▲５８億円 １９億円 ▲７７億円

累積欠損金 ３，１４６億円 ３，００７億円 １３９億円

有利子負債 ３，７４３億円 ３，６７８億円 ６５億円

累積資金不足 ４４３億円 ２９３億円 １５０億円

年度末企業債等残高 ３，４３７億円 ３，３８５億円 ５２億円

（ア）予算の主要数値

※市バス・地下鉄合計②予算：781千人/日→ ③予算：569千人/日

※２ 累積資金不足及び年度末企業債等残高の双方に特別減収対策企業債残高分が含まれるため合計は一致しません。

※１

（イ）地下鉄 １日当たりのお客様数内訳 （単位：千人／日）

※１ 経常収入と支出は税込額，経常損益及び累積欠損金は税抜額であるため，経常損益は経常収入と支出の差とは一致しません。

※２

令和３年度 令和２年度 増減 増減率

予算Ａ 予算Ｂ 見込 Ａ－Ｂ＝Ｃ Ｃ／Ｂ

地下鉄全体 ３０１ ４０９ ２６５ ▲ １０８ ▲ ２６．４%

うち定期 １３９ １６７ １２４ ▲ ２８ ▲ １６．８%

うち通勤 ９７ １０８ ９７ ▲ １１ ▲ １０．２%

うち通学（大学） ２３ ４１ １５ ▲ １８ ▲ ４３．９%

うち定期外 １３８ ２１７ １１７ ▲ ７９ ▲ ３６．４%
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ウ 主要事項

〔コスト削減・事業の見直し〕

〇 経常経費の節減

・ IC・磁気併用の改集札機のIC専用化や券売機の設置台

数の見直しによる保守管理費の削減 など

〇人件費の抑制

・ 職員の給与減額措置

・ 時間外勤務の縮減 など

〇 烏丸線全駅への可動式ホーム柵設置に向けた車両改造

の延期

〇 「運行情報等お知らせモニター」設置など安全安心に直結

しない事業の延期

〇 毎週金曜日の終電延長（コトキン・ライナーの運行）の休止

（ア）経営改善のための取組 〔収入増加・利用促進策〕

〇 各種割引乗車券等の抜本的な見直し【新規】

・ 企画乗車券の価格適正化（令和３年１０月実施）
・ 各種割引乗車券等からポイントサービスへの転換（令和

５年４月実施）
※「トラフィカ京カード」及び「昼間回数券」は令和３年１０月に発売停止

〇 地下鉄開業４０周年事業の実施（地下鉄烏丸線新型車両

の見学会・試乗会を含む）【新規】

昭和５６年（１９８１年）烏丸線（北大路駅～京都駅間）の運行開始

〇 チーム「電車・バスに乗るっ」の参画事業者，他社局と連

携した公共交通機関を安全・安心に御利用いただくための

取組や利用促進に向けた取組
給料の額について，以下の減額措置を実施
・局長級▲6.0％，部長級▲5.5％，課長級▲5.0％

（令和3年4月～令和4年3月）
・課長補佐・係長級▲3.0％，係員（3級及び2級）▲2.5％

（令和3年7月～令和4年3月）

烏丸線新型車両イメージ図
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（ウ）新型コロナウイルス感染症対策

〔省エネ対策〕

〇 設備更新に合わせた地下鉄駅舎等照明のＬＥＤ化の推進

烏丸線：国際会館駅・松ヶ崎駅（設計），烏丸線トンネル（工事）
東西線：三条京阪駅・二条駅（設計），椥辻駅・二条城前駅（工事）

車両消毒，車内換気，お客様への周知等を徹底す

るとともに，出勤前出勤後の検温など，交通局職員の
感染防止を引き続き徹底

「市バス・地下鉄事業経営ビジョン」策定以降の経営
環境の変化を踏まえて，安定運営に向けた中長期の
経営計画を策定
（地下鉄事業は，令和２年度決算で財政健全化法に基
づく経営健全化団体となる可能性が高く，議会の議決
を経て経営健全化計画を策定する予定）

（エ）中長期の経営計画の策定

〇 駅出入口への止水板の設置による浸水対策の強化

【令和３年２月補正】

令和３年度実施：烏丸御池駅・四条駅・五条駅（設計），九条駅・十条駅（工事）
※国の令和２年度第３次補正予算を活用（令和３年２月補正）

（イ） 安全対策等の推進

〔安全対策〕

〇 北大路駅への可動式ホーム柵の設置

〇 烏丸線新型車両の１編成目の営業運行開始

〇 烏丸線ホーム車掌用モニター設備の増設

令和４年度供用開始予定

令和３年度:１編成
令和４～7年度:各２編成

令和３年度（国際会館駅１，２番線，鞍馬口駅１番線）
全駅設置完了
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(５)令和３年度財政状況

（税込）

※経常損益，現金収支，特別損益，純損益及び累積欠損金は税抜額であり，経常損益は収益的収入と支出の差とは一致しません。

※R３年度は，累積資金不足及び年度末企業債等残高の双方に特別減収対策企業債残高分が含まれるため，合計は有利子負債と一致しません。

※R３年度予算の財政健全化法における資金不足額は125億88百万円となり，営業収益（233億57百万円の税抜額213億88百万円）に占める割合である
資金不足比率は58.9％（経営健全化基準：20％）となります。

ア 予算比較（前年度比）
区 分 R３年度予算（Ａ） R２年度予算（Ｂ） 差引増△減（Ａ－Ｂ）

収

益

的

収

支

億 百万円 億 百万円 億 百万円

営 業 収 益 233 57 318 60 ▲ 85 03

う ち 運輸収益 208 84 290 86 ▲ 82 02

営 業 外 収 益 51 87 54 72 ▲ 2 85

う ち 一般会計繰入金 20 73 23 27 ▲ 2 54

収 入 計 285 44 373 32 ▲ 87 88

営 業 費 用 289 52 288 83 69

う ち 人件費 60 06 61 54 ▲ 1 48

う ち 経費（動力費・修繕費等） 90 47 91 06 ▲ 59

う ち 減価償却費等 138 99 136 23 2 76

営 業 外 費 用 44 45 56 45 ▲ 12 00

支 出 計 333 97 345 28 ▲ 11 31

経 常 損 益 ▲ 57 51 18 88 ▲ 76 39

現 金 収 支 46 74 120 81 ▲ 74 07

特 別 損 益 65 0 65

純 損 益 ▲ 56 86 18 88 ▲ 75 74

▲ 累 積 欠 損 金 ▲3,146 43 ▲3,006 68 ▲ 139 75

資

本

的

収

支

収 入 305 87 301 76 4 11

う ち 企業債 261 71 260 12 1 59

う ち 補助金 9 32 9 12 20

う ち 出資金 31 94 32 36 ▲ 42

う ち 固定資産売却代金 2 83 0 2 83

支 出 434 69 427 49 7 20

う ち 建設改良費（割賦購入費除く） 98 83 101 97 ▲ 3 14

う ち 企業債等償還金 296 25 286 05 10 20

差 引 ▲ 128 82 ▲ 125 73 ▲ 3 09

有 利 子 負 債 3,742 82 3,677 42 65 40

累 積 資 金 不 足 443 25 292 62 150 63

年 度 末 企 業 債 等 残 高 3,437 39 3,384 80 52 59
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0

100

200

300

400

運輸収益

209億円

31億円

24億円

人件費 60億円

経費 90億円

（動力費・修繕費等）

139億円

一般会計補助金

21億円

長期前受金戻入

その他

減価償却費等

支払利息
39億円

その他 6億円

経常収入
285億円

経常支出
334億円

経常赤字
▲５８億円

イ 予算の経費削減状況 ウ 経常損益の内訳（単位：百万円）

削減額
経常支出 資本的支出

○ 経常経費の節減 ▲７７ ▲７７ －

・保守管理費の削減 ▲４０ ▲４０ －

・観光客の減少に伴う交通案内，観光案内の精査 ▲１６ ▲１６ －

・その他経常経費の節減等 ▲２１ ▲２１ －

○ 人件費の抑制 ▲５５ ▲５５ －

・職員の給与減額措置 ▲４４ ▲４４ －

・時間外勤務の縮減（コトキンライナーの休止によ
る時間外縮減除く）

▲１１ ▲１１ －

○ 烏丸線全駅への可動式ホーム柵設置に向け
た車両改造の延期

０ － ０
※令和３年度は契約締結のみで事業費は発生

しない予定であったことから削減額は生じませ
ん。

○ 「運行情報等お知らせモニター」設置の延期 ▲８８ － ▲８８

○ コトキンライナーの運行の休止 ▲２０ ▲２０ －

合 計 ▲２４０ ▲１５２ ▲８８
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(１) 駅ナカビジネス収入額の推移

(２) 広告料収入の推移
市バスのラッピングバスや地下鉄の駅・車内広告の販売促進，デジタルサイネージなど新たな媒体の導入にも取り組み，収入

確保に努めていますが，令和2年度は新型コロナウィルス感染症の影響が拡大し，令和元年度比で約１１％減少し，約９．６億円
となる見込みです。

（百万円）

３ 附帯事業

駅ナカビジネスによる年間収入について，令和２年度は新型コロ
ナウイルスの影響により，店舗等の売上額が減少したこと及び緊急
事態宣言発出に伴い賃料の減免（４月〜５月分）を実施したこと等
により，令和元年度比で約19％減少し， 約9.1億円となる見込みで
す。
・地下鉄駅構内への「コトチカ」の展開

⇒四条（H22），烏丸御池（H23開業，H27増床)，
京都（H24開業，H28増床)，
三条京阪（H25），山科・丸太町（H26），
今出川（H27)，北大路（H29）など
現在，簡易店舗を合わせて12駅に48店舗を展開(R3.4月現在)

・その他，自動販売機，ATMなどの利便施設を設置

393 365 345 376 364 366 376 374 353 327 
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634 
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0

500

1,000
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市バス 地下鉄
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４ 職員数 （令和３年４月１日現在）

（人）

区 分 自動車 高速鉄道 合 計

公 営 企 業 管 理 者 １ 0 1

局 長 級 １ 1 ２

部 長 級 ５ ３ 8

課 長 級 19  （1） 16  （1） 35  （2）

補 佐 級 ６ （0） 10 （1） 16  （1）

係 長 級 47  （4） 48  （4） 95  （8）

事 務 ・ 技 術 職 員 等 195（26） 399（29） 594（55）

運 転 士 ・ 車 掌 922（23） 196（19） 1,118（42）

合 計 1,196（54） 673（54） 1,869（108）

※1 職員数は常勤職員及び会計年度任用職員の人数です。
※2 括弧内は内数で女性職員の人数です。
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５ 機構 （令和３年４月１日現在）

公
営
企
業
管
理
者
交
通
局
長

山
本

耕
治

監
察
監

企
画
総
務
部
長

統
括
監
察
員

次
長西

窪

一

大
塚

健
志

総
務
課
長

松
浦

忠
則

庶
務
係
長

情
報
化
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
係
長

雲
林
院
一
貴

調
査
係
長

職
員
課
長

古
崎

洋
平

労
務
係
長

清
水

博
之

給
与
安
全
衛
生
係
長

早
瀬

健
一

人
事
係
長

飯
尾

貴
之

財
務
課
長

稲
波

良
幸

担
当
課
長

主
計
第
一
係
長

出
納
係
長

髙
田

慎
一

主
計
第
二
係
長

＊
関
山

達
郎

研
修
所
長

 

村

武
也

担
当
係
長

能
勢
比
佐
子

担
当
係
長

久
保
田
泰
弘

担
当
係
長

松
岡

隆
博

契
約
係
長

白
倉
恵
美
子

管
財
係
長

青
野

泰
三

担
当
係
長

松
村

秀
一

※

＝
課
長
補
佐
級

増
収
増
客
担
当
部
長

営
業
推
進
課
長

田
中

真
理
子

企
画
推
進
係
長

中
山

晋
一

事
業
管
理
係
長

中
村

尚
志

広
告
係
長

梅
原

敏
史

営
業
調
査
課
長

横
井

洋
幸

旅
客
動
向
分
析
係
長

齋
藤

誠
二

運
賃
制
度
係
長

＊
中
嶋

一
哉

運
賃
収
入
係
長

八
木

昌
子

自
動
車
部
長

担
当
部
長

営
業
課
長

上
田

和
樹

管
理
係
長

＊
中
本

倫
生

運
輸
課
長

運
輸
係
長

木
村

麻
理

塩
見

康
裕

担
当
課
長

安
全
監
理
係
長

＊
田 

勝
治

西
山

真
司

安
全
統
括
管
理
者

安
全
統
括
管
理
者

担
当
係
長

担
当
係
長

松
田

裕
之

坂
根

正
樹

担
当
部
長

大
路

健
志

石
田

大
士

担
当
係
長

担
当
係
長

松
田

和
己

多

直
子

担
当
係
長

担
当
係
長

山
本

信
行

吉
岡
慎
太
郎

筈
井

賢

九
条
営
業
所
長

増
田

保
和

太
ゴ
シ
ッ
ク
＝
令
和
３
年
４
月
１
日
付
け
組
織
改
正
に
よ
る
体
制
整
備
箇
所

土
田

稔

橘

大
輔

児
玉

宜
治

 

本

正
毅

有
働
三
希
子

担
当
係
長

田
中

直
人

手 

ち
ひ
ろ

担
当
係
長

長
谷
川
章
子

（
総
務
課
担
当
係
長
兼
職
）

（
企
画
総
務
部
担
当
部
長
兼
職
）

担
当
部
長

担
当
課
長

担
当
課
長

依
田

智
明

萱
島

慎
一
郎

担
当
係
長

担
当
係
長

担
当
課
長
補
佐

北
岡

一
彦

飯
田

尚
一

日
高

秀
次

梅
原

正
儀

事
業
係
長

山
野

順
大

（
次
長
兼
職
）

（
理
事
事
務
取
扱
）

（
企
画
総
務
部
長
兼
職
）

（
自
動
車
部
長
兼
職
）

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
向
上
担
当
課
長

理

事

財
務
担
当
部
長
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担
当
係
長

杉
森

直
樹

路
線
計
画
係
長

岸
田

健
史

担
当
課
長
補
佐

担
当
係
長

則
永

吉
廣

技
術
課
長

朝
田

政
宏

車
両
係
長

西
村

文
孝

停
留
所
管
理
係
長

石
田

哲
朗

バ
ス
待
ち
環
境
担
当
課
長

清
水

稔
也

バ
ス
待
ち
環
境
係
長

山
田

亮
介

自
動
車
整
備
工
場
長

技
術
係
長

小
池
信
一
郎

整
備
係
長

谷
澤

修

西
賀
茂
営
業
所
長

林

信
一

庶
務
係
長

＊
小
山

利
明

運
転
係
長

佐
々
木

学

担
当
係
長

髙
木

教
夫

担
当
係
長

大
嶋

英
樹

烏
丸
営
業
所
長

秦

洋
平

庶
務
係
長

宮
村

義
隆

運
転
係
長

八
木

浩
一

担
当
係
長

髙
木

康
博

担
当
係
長

九
条
営
業
所
長

（
部
長
級
）

庶
務
係
長

運
転
係
長

＊
國
生

善
宏

担
当
係
長

和
田

勝
幸

担
当
係
長

中
村

勝
利

担
当
係
長

藤
原

伸
也

担
当
係
長

澤

進
一
郎

担
当
係
長

佐
路

浩
二

整
備
係
長

前
川

泰
史

樹
山

政
吉

＊
片
岡

浩
司

長
浜

純
央

長
谷
川

悟

小
寺

一
郎

担
当
係
長

担
当
係
長

黒
松

望
都

久
保
田
雅
喜

山
田

篤

＊
北
尾

雅
則

藤
井

教
路

亀
石

直
也

南
村

勝
則

担
当
係
長

安
井

誠

梅
津
営
業
所
長

庶
務
係
長

運
転
係
長

担
当
係
長

担
当
係
長

尾
形

彰

駒
井

秀
光

網

裕
一

大
嶋

正
輝

福
冨

鉄
夫

副
所
長
（
担
当
所
長
）

副
所
長
（
担
当
所
長
）

副
所
長
（
担
当
所
長
）

副
所
長
（
担
当
所
長
）

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
推
進
員

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
推
進
員

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
推
進
員

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
推
進
員

（
梅
津
営
業
所
副
所
長
兼
職
）

（
九
条
営
業
所
副
所
長
兼
職
）

（
烏
丸
営
業
所
副
所
長
兼
職
）

（
西
賀
茂
営
業
所
副
所
長
兼
職
）

担
当
係
長
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高
速
鉄
道
部
長

（
理
事
事
務
取
扱
）

担
当
部
長

秋
丸

隆
之

営
業
課
長

管
理
係
長

安
全
運
行
管
理
官

阿
曽

英
明

運
転
係
長

髙
橋

裕
幸

運
転
指
令
区
長

友
田

博
保

運
輸
課
長

足
立

公
弘

運
輸
係
長

担
当
係
長

松
浦

健
一

烏
丸
線
運
輸
事
務
所
長

菱
田
真
一
郎

乗
務
区
長

阿
路
川

徹

駅
務
区
長

大
西

英
樹

担
当
係
長

担
当
係
長

中
村

悟
市

担
当
係
長

棚
橋

雄
二

東
西
線
運
輸
事
務
所
長

宮
本

博
市

乗
務
区
長

速
見

順
也

駅
務
区
長

担
当
係
長

佐
々
木
啓
視

担
当
係
長

担
当
係
長

小
篠

潤
也

技
術
監
理
課
長

宅
野

雅
博

担
当
課
長

西
村

良
次

監
理
係
長

畠

康
之

建
築
係
長

＊
平
岡

昭
三

担
当
係
長

紺
谷
信
之
介

機
械
設
備
係
長
＊
中
野

倫
幸

土
木
係
長

穴
水

宏
和

担
当
係
長

水
上

裕
貴

担
当
係
長

担
当
係
長

山
本

淳
也

担
当
係
長

平
岡

英
機

福
井

茂
彦

上
羽

正
展

接
客
向
上
係
長

山
本

貞
徳

篠
原

卓
弥

奥
田

剛

中
川

貴
雅

＊
北
大
路
真
如

伴
野

敏
之

池
葉
須
雅
之

担
当
係
長

担
当
係
長

電
気
課
長

池
田

茂
生

担
当
課
長

幡
山

正

電
力
係
長

担
当
課
長
補
佐

平
川

幸
司

信
号
保
安
係
長
＊
西
山

訓
央

＊
冬
木

哲
也

情
報
通
信
係
長

井
上

貴
志

電
力
区
長

担
当
係
長

姉
小
路
電
気
区
長
＊
本
田

敦
彦

醍
醐
電
気
区
長

飯
田

剛

車
両
工
場
長

松
田

誠
二

担
当
係
長

岡
田

浩
一

竹
田
検
車
区
長

石
橋

祐
司

醍
醐
検
車
区
長

長
島

義
弘

竹
田
保
線
区
長

醍
醐
保
線
区
長

山
田

泰
正

高
速
車
両
課
長

赤
松

義
雄

車
両
係
長

＊
佐
々
木
英
人

車
両
新
造
係
長

林

保
文

担
当
係
長

春
木

邦
秀

大
野

滋
久

担
当
課
長
補
佐

山
本

祐
督

＊
山
田

敏
道

担
当
係
長

古
川

健
史

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
推
進
員

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
推
進
員

（
烏
丸
線
運
輸
事
務
所
長
兼
職
）

（
東
西
線
運
輸
事
務
所
長
兼
職
）

（
担
当
課
長
事
務
取
扱
）

（
担
当
課
長
事
務
取
扱
）
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行
財
政
局
防
災
危
機
管
理
室
担
当
部
長

企
画
総
務
部
長

大
塚

健
志

保
健
福
祉
局
医
療
衛
生
推
進
室
担
当
部
長

企
画
総
務
部
長

大
塚

健
志

都
市
計
画
局
歩
く
ま
ち
京
都
推
進
室
担
当
部
長

企
画
総
務
部
長

大
塚

健
志

同

自
動
車
部
担
当
部
長

大
路

健
志

同

担
当
課
長

自
動
車
部
運
輸
課
担
当
課
長

萱
島

慎
一
郎

同

担
当
課
長
補
佐

自
動
車
部
運
輸
課
担
当
課
長
補
佐

北
尾

雅
則

文
化
市
民
局
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
担
当
部
長

自
動
車
部
長

西
山

真
司

同

高
速
鉄
道
部
長
（
理
事
事
務
取
扱
）

土
田

稔

同

担
当
課
長

自
動
車
部
運
輸
課
長

塩
見

康
裕

同

高
速
鉄
道
部
運
輸
課
長

足
立

公
弘

１ 経営計画策定のための体制整備
平成３１年３月の「京都市交通局市バス・地下鉄事業経営ビジョン」策定以降の経営環境の変

化を踏まえ，令和３年度中に，安定経営に向けた中長期の経営計画を策定するため，局長級ポス
トの理事及び財務部門を専任する部長を新設しました。

また，計画策定に当たって，運賃制度と増収増客策を一体的に検討する必要があることから，
これらの業務を所管する営業推進室を局の筆頭組織である企画総務部に統合するとともに，不急
事業の延期や業務の進め方を再点検することにより執行体制を見直し，課長級１ポスト，係長級
５ポストを廃止しました。

２ 市バス停留所の安全対策のための体制強化
国や交通管理者（京都府警察），道路管理者等により構成される「京都府バス停留所安全性確

保合同検討会」において発表された「安全対策が必要と考えられるバス停留所」について，移設
等の安全対策を行うため，自動車部技術課に担当係長を新設しました。

(参考) 令和３年４月１日付け組織改正について

（
併
任
）
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